
 
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

熊本県立玉名工業高等学校 平成３０年度学校評価表 

１ 学校教育目標 
『工業人たる前によき人間たれ』をスローガンに掲げ、「明朗 誠実」「自律 協力」「勤勉

 工夫」「健康 安全」の教育綱領に則り、「余裕ある行動」を目標に、心豊かで個性に富み、
活力あふれ、礼節をわきまえた人間性の確立に努め、我が国の産業の振興や地域の発展に寄与で
きる実践的技術者を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 安心安全 
   ・防災教育、安全教育の推進 
   ・不祥事ゼロ＋いじめゼロ＋生徒・職員の交通事故半減 

・５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）の徹底 
２ 夢実現 

・授業の充実 
・進路決定   １００％ 

   ・入学志願者確保   
    ・資格取得の推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

学校経営
方針の徹
底 
 

学校教育目標及
び本年度の重点
目標の周知徹底 
 

教職員には９
５％以上、保
護者には９０
％以上の認知
度 

職員会議やＰＴ
Ａ総会・学年保
護者会・学校ホ
ームページ等を
活用して教育方
針を周知する。 

 
 
Ａ 

様々な行事等を活
用して周知を図っ
た。アンケート結
果では、教職員９
８％、保護者９０
％が認知している
と評価された。 

学校改革
の視点に
立った学
校運営 

職員の負担軽減
による。学習指
導、生徒指導の
充実 

会議等の削減
と職員朝会を
見直し、効率
化を図る。 
 

朝会及び会議の
効率化を行うと
共に、ゆうnet
の積極的活用と
ペーパーレスを
進める。 

 
 
 
Ｂ 

月水金実施の職員
朝会を継続して実
施し、６月中旬よ
りゆうnetの活用
を促すとともに、
連絡用ペーパーを
廃止した 

入学定員
の確保 
 

入学希望者の増
加 

入学希望者確
保 
前期１．８倍 
後期１．１倍 
（昨年度 前
期１．７３後
期１．０５） 

①中学校訪問に
よる工業各科、
部活動等の紹介 
②体験入学の改
善 

 
 
 
Ａ 

夏の体験入学では
、工業科のＰＲを
行った。中学校訪
問での、学校説明
を行った。前期選
抜１．９０倍、後
期選抜では１．２
１倍となり増加し
た。 

 
学力  
向上 
 

教科指導
の改善 

指導技術の向上 授業に関する
興味関心を昨
年度以上にす
る。（昨年度
１学期８２％
、２学期８３
％） 

①授業評価の実
施 
②研究授業への
積極的参加（授
業ユニバーサル
デザイン、ＩＣ
Ｔ活用） 

 
 
 
Ｂ 

授業に関する興味
関心は、７７％と
なった。夏に授業
のＵＤ化の職員研
修を行うことがで
きた。研究授業週
間を１・２学期に
実施した。 

専門性の向上 

基礎学力
（読み、
書き、計
算力）の
定着 
 

自学の取り組み
の向上 

基礎学力の把
握と教材研究
の工夫を通し
て学習への取
組の向上 

①学力テスト等
による基礎学力
の把握 
②定期考査への
取組指導 

 
 
Ｃ 

基礎力診断テスト
や学力コンテスト
等を実施している
が、アンケートで
自学の取り組みが
３９％と不足して
いる。 



キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路の実
現 
 
 
 
 

卒業時の進路決
定率 
10月に１００％
達成 

①基礎学力の
充実 
②面接力の充
実 
③課外での学
力向上 
④社会性・人
間性の充実 
⑤就職試験で
の１次合格率
９．６割以上 

①学校全体での

取組・業者テス

トの実施 

②全職員による

面接指導を実施 

③進学課外と個

別進学課外を実

施 

④インターンシ

ップによる社会

体験 

⑤就職セミナー

・ガイダンスに

よる入社試験対

策の実施 
⑥内定者セミナ
ーの実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

①学校全体で取り
組む必要がある。
学力コンテスト以
外に業者テストを
実施した。 
②全職員による面
接指導、工業各科
職員による面接指
導を実施した。 
③個別進学課外を
実施した。 
④応募前企業見学
の報告書を作成し
た。 
就職内定率は１２
月末に１００％達
成した。公務員に
６名が内定した。 
⑤就職ガイダンス
を地域別に実施し
た。 

 
生徒  
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立 
 
 

正しい制服の着
用と地域に信頼
される生徒の育
成 

①服装や身だ
しなみについ
て理解させる 
②地域に信頼
される行動を
身につけさせ
る（服装検査
の合格率を各
クラス９０％
以上とする） 

①服装頭髪検査
に向けた事前指
導の徹底 
②地域に信頼さ
れる行動を生徒
間で身につけさ
せる 

 
 
 
 
Ｂ 

①昨年に比べ合格
率が昨年に比べ下
がっている。 
②シャツ出しして
いる生徒はほとん
ど見なくなった。 

好感が持てるあ
いさつの徹底 

①校内、校外
での統一した
あいさつ 

①場に応じたあ
いさつ指導 

 
 
 
 
Ｂ 

①生徒会によるあ
いさつ運動は昨年
に比べ定着した。
授業時のあいさつ
も良くなった。 
②授業や部活動等
による指導の効果
も見られた。 

交通安全
教育の推
進 
 

自転車運転マナ
ーの向上・原付
バイク運転マナ
ーの向上 

①通学路にお
ける交通指導 
②自転車二重
ロックの徹底 
③交通事故の
前年比３０％
減 
④交通違反の
３０％減 

①現地での登校
指導の充実 
②二重ロックの
点検と集計 
③原付通学生の
定例会の定着と
効果 
④担任指導や全
校集会等による
周知徹底 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ 

①通学路における
現地での指導は範
囲を拡大し定着で
きた。 
②自転車の二重ロ
ックは呼びかけを
徹底し、８割の実
施率だった。 
③原付バイク通学
生の定例会は昨年
より良くなった。
また、原付バイク
等の交通事故（１
０件から１５件）
は昨年より５０％
増加した。（原付１
５、自転車３件） 



人権教
育の推
進 

人権・同
和教育の
推進 
 

①研修の充実と
推進体制の強化 
②指導方法の工
夫と改善 
③学習環境の整
備・充実と指導
者の育成 

①学期に最低
１回程度の校
内職員研修を
実施 
②人権教育だ
よりの配布（
学期に１，２
回） 
③校外の各種
研修会への参
加を推奨（２
回以上参加６
５％） 
④学年に応じ
た、効果的な
ＬＨＲの実施 

①人権教育推進
委員会で、校内
職員研修の内容
を検討 
②人権啓発、同
和問題への関心
を持つよう、最
近の問題を提示 
③校外研修に全
職員へ参加の呼
び掛け 
④人権教育推進
委員会や学年会
で内容を協議 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

①部落差別の解消
の推進に関する法
律の研修を実施し
た。 
②各学期１回の研
修は確保できなか
ったが、ハンセン
病啓発や周知のた
めの資料を配布し
た。 
③校外研修参加は
６５％を超えた。
長洲の研究集会は
、台風のため中止
となった。 
④効果的実施へ事
前協議と資料配付
を行った。時期に
応じた啓発資料配
布が必要である。 

学力保障
、進路保
障の支援 

確かな学力を身
に付け、進路を
保障する取組の
強化 

すべての教科
で人権･同和
教育の視点で
学習指導、生
徒指導を展開
（就職内定率
１００％） 

進路指導部や各
学年と連携し、
全職員が生徒一
人一人を大切に
する学習指導、
生徒指導の体制
を強化 

 
 
Ｂ 

３学年と進路指導
部の連携により、
就職試験時の違反
質問はなかった。 

命を大切
にする心
を育む指
導 
 

自尊感情を高め
る指導の強化 

すべての教科
で人権･同和
教育の視点で
命を大切にす
る授業を展開 

ＨＲ活動やすべ
ての教科の授業
で取り組む。 

 
 
Ｂ 

教科による差はあ
るが、全ての教科
で人権・同和教育
の視点を取り入れ
た授業実践がなさ
れた。 

いじめ
の防止
等 

いじめ防
止対策 
 
 

いじめ実態減少 
 

①アンケート
の実施や担任
面談等による
早期発見 
②携帯電話や
インターネッ
ト上でのトラ
ブル防止 

①全校集会や生
徒会による周知
徹底 
②ＨＲや集会等
においての情報
提供や呼びかけ
の徹底 

 
 
 
 
Ｂ 

①２回のアンケー
ト実施により、い
じめの実態把握が
できた。また、担
任をはじめとして
早期に組織的な対
応も場面に応じて
できた。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域連携 
 

防災型コミュニ
ティスクールの
取組 

地域住民と学
校関係者、行
政の協力体制
確認を行うと
共に、防災訓
練等での連携
を深める 

①学校運営協議
会の実施 
②防災マニュア
ルの作成及び情
報共有 
③防災教育の設
定 
④市町村行政及
び警察・消防と
の災害時の初期
対応の連携体制
確認 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

①３回実施した。 
②防災マニュアル
の確認・見直しを
行った。 
③避難訓練の実施 
避難所受付訓練、
炊き出し訓練をＪ
ＲＣ部と協力して
実施した。 
④３回実施した学
校運営協議会の中
で確認を行った。 

地域連携 地域イベント
への５回以上
の参加を目標
とし、生徒自
身の地域理解
を進める 

①市、商工会、
青年会議所等の
主催する地域イ
ベントへの積極
的な参加 
②生徒制作物の
展示実演 

 
 
 
Ａ 

計画した地域イベ
ント等への積極的
な参加や電気科課
題研究において、
地域の小学校との
交流を行った。 
引野神社への竹灯
籠展示や絵馬の制
作を行った。 



工業教
育の推
進 
 

ものづく
り教育の
振興 
 

ものづくり技能・

技術の伝承 
 

ものづくり教
育を通して工
業高校の魅力
を発信する 

①生徒製作作品

の各団体への寄

贈。 

②地域興しの行

事に参加ともの

作りの協力 

③外部講師によ

る技術講習会の

実施 
④各種大会の上
位入賞。 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

①刺股・ゴミ箱（
機械科）の寄贈、
電気科・工業化学
科の出前授業を行
った。 
②竹灯籠の展示（
温泉街・繁根木八
幡）（土木科・電
気科）、いだてん
カウントダウンボ
ードの製作（電子
科）を行った。 
③検定講習会・審
査員による電子組
立講習を行った。 
④ものづくり電子
組立（銀賞） 
測量部門（銀賞） 

ジュニアマイス
ター顕彰制度の
各種資格取得 

ジュニアマイ
スター取得昨
年度比プラス
３０％、８年
連続学校表彰
を受ける。 

各種資格の周知
と新規称号ジュ
ニアマイスター
ブロンズの取得
推奨 

 
 
 
Ａ 

ジュニアマイスタ
ー取得１６４名、
特別表彰２名、受
賞率が５７％アッ
プとなった。 

保健 

管理 

 

部活動の
振興 
 

魅力ある部活動
の活性化を図る 

①部活動の加
入率８５％以
上をめざす。 
②各種大会に
おいて、上位
入賞と九州・
全国大会出場
をめざす。 

①３年間継続し
て部活動に取り
組ませる。 
②計画的な活動
と内容の充実。 

 
 
 
 
Ｂ 

①部活動加入率は
８１％であった。 
②レスリング部、
ソフトテニス部が
インターハイー出
場を果たし、その
他部活動において
も全国大会、九州
大会等に出場を果
たし、活躍した。 

部活動での怪我
の防止に努める 

①毎日の健康
観察の実施及
び活動場所の
安全管理と整
理整頓。 

①部活動顧問会
よる周知徹底。 
②明確な活動計
画を提示し、必
ず週１日は休養
日を充てる。 

 
 
 
Ｂ 

①定期的に部活動
顧問会は実施でき
なかったが、日頃
から怪我防止・安
全管理については
、周知徹底を行っ
た。 

安心安全

な学校づ

くり 

安心安全な学校
のための環境整
備 
 

①「安全点検
」の実施 
②飲料水（冷
水機）の水質
検査を毎日実
施 
③いじめ等の
早期発見 

①学期１回の「
安全点検」を行
い、必要に応じ
事務室へ整備・
修理等を依頼す
る 
②生徒保健委員
による冷水機の
水質検査を毎日
実施する 
③「健康観察カ
ード」及び担任
からの聞き取り
により「いじめ
」を早期発見し
、関係部署と迅
速に対応する 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

①学期に１回安全
点検を実施し、必
要に応じた修理・
整備が進んだ。 
②「飲料水」の水
質検査を毎日実施
し、飲み水の安全
を確認した。 
③関係部署と連携
し、早めの対策を
講じ、いじめによ
る退学者は０だっ
た。 



心身の健

康を 

育む 

健康に対する意
識や自己管理能
力の育成 
 

①「健康観察
」の実施 
②保健だより
等で健康に関
する情報提供 
③部活動生(
主将・マネー
ジャー)への 
救急処置法講
習会の実施 

①毎日の「健康
観察カード」の
実施により生徒
の心身の状況を
把握する 
毎朝、担任来室
時に生徒の情報
を共有する 
②「保健だより
コンクール」で
の連続入賞を目
指す 
③体育系部活動
主将等への救急
処置法講習会の
実施 

 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 

①毎日の「健康観
察カード」の提出
時、担任との情報
共有ができ、生徒
の支援につながっ
た。 
②「保健だよりコ
ンクール」に於い
て最優秀賞は逃し
たが、優秀賞を獲
得し、連続入賞を
果たした。 
③体育系部活動主
将等を対象とした
救急処置法講習会
を実施できた。 

特別支援教育を
含めた相談活動
の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題を持つ生
徒・支援の必
要な生徒の早
期発見・早期
対応 
 
ユニバーサル
デザインに関
する職員の共
通理解と実践 
 

①職員研修の実
施 
②生徒状況把握
のための各種調
査の実施 
③校内連携の強
化 
④ユニバーサル
デザインに関す
る啓発 
 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 

①８月・１２月に
実施し、職員の生
徒への理解を深め
ることができた。 
②「保護者の気づ
きアンケート」を
全学年で実施し、
情報収集ができた
が、その後の活用
に課題が残った。 
③「特別支援教育
委員会」を軸に、
校内の支援体制づ
くりが課題である
。 
④職員研修で、各
個人の実践を共有
できた。 

自尊感情を高め
るための取組及
び他人への思い
やりを持つ生徒
の育成 
命あるすべての
ものを大切にす
る心を育てる 

がん教育（い
のちを大切に
する教育）の 
実施 
 
ストレス対処
教育 

全校生徒対象及
び各学年対象の
講演会の実施 

 
 
 
 
Ｂ 

がん教育を全校生
徒対象および各学
年対象に実施する
ことができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

４ 学校関係者評価 
  
評価項目「学校経営」の中で、入学定員の確保については、前期（特色）選抜において２２
５人の出願、後期（一般）選抜では１４５人の出願となり、昨年を大きく上回る結果となっ
た。近隣の中学校等へのアピールを継続して行ってきたことが良い成果となって現れた。今
後も継続した取組が必要であり、新たな発想を考えながら取り組む必要がある。 
 評価項目「キャリア教育（進路指導）」においては、就職希望者が、１２月時点で全員内
定したことと、直近３年以内の離職率が全国平均では約４０％に対して、本校は約４％と極
端に少ない離職率となっている。県平均と比較しても非常に低い状況であり、満足度の高い
進路選択ができている。 
 評価項目「学力向上」では、自学の取り組みの向上が継続した課題となっている。アンケ
ート結果からも明らかであり、今後の課題として取り組む必要がある。 
 評価項目「工業教育の推進」では、毎年多数の生徒が資格取得に努めている。全国工業高
等学校長協会ジュニアマイスター顕彰制度において、８年連続して学校表彰を受けており、
高い評価をいただいた。 

 

５ 総合評価 
  

本年度は２３項目で評価を行い、Ａ判定が７，Ｂ判定が１４、Ｃ判定が２という結果であ
った。 

Ａ判定の「学校経営方針の徹底」では、保護者へ周知するために、ＰＴＡ新聞や行事等を
活用し、９０％の保護者が認知している結果となった。「入学定員の確保」では、前期（特
色）選抜では２２５人の志願者で、昨年から１７人の増加であった。また、後期（一般）選
抜では１４５人の志願者で１９人の増加であった。この結果については、積極的な中学校へ
の訪問や機会あるごとにＰＲの実施、体験入学の工夫、部活動の活躍などが志願者の増加に
結びついたと考えられる。しかし、学科毎に見ると偏りもあるため、これからも学科の魅力
発信を継続して行い、生徒募集に取り組んでいきたい。 

「地域連携」では、市や商工会等が主催するイベントに参加し、制作物の展示を行った。
また、今年度はじめて取り組んだ地域小学校との交流では、生徒が小学生に対してものづく
りの指導を行い、交流を深めるとともに、ものづくりの魅力を伝えることができた。 

「工業教育の推進」では、各団体への生徒製作作品の寄贈を継続して行い成果を上げてい
る。また、ジュニアマイスター顕彰制度の認定者数が１６４名で昨年より５７％アップとな
った。今後も継続した指導を行い、更なる充実に向けて取り組んでいきたい。 

「保健管理」においては、健康観察カードを有効に活用し、生徒の心身の状況を把握する
だけでなく、教育相談部と連携し支援の必要な生徒の早期発見・早期対応や、いじめ対応に
も有効に活用できている。また、特別支援教育を含めた相談活動の充実では、年間２回の職
員研修において、生徒理解が深まるとともに、今後の生徒支援の充実につながった。課題を
持つ生徒が増加傾向にある中で、今後も研修の充実や校内の支援体制づくりに向け取り組ん
でいきたい。 

「生徒指導」では、交通安全教育の推進がＣ判定であった。原付バイク生徒の定例会は昨
年よりスムーズ実施されているが、原付バイク等の交通事故が昨年より５件増加した。交通
安全に対する意識啓発を更に進めながら、交通事故の防止につなげていきたい。 

学力向上については、アンケート調査により自学の取り組み不足が見られる。定期考査に
向けた自学への取り組みを中心に、継続した指導を行うとともに、自学に対する意識高揚を
図る必要がある。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 
（１） 入試倍率１倍以上を継続して確保できるように、地域、保護者、中学生へのＰＲを積

極的に行う中で、新たな取組を考え実践する。 
（２） いじめ根絶に向けた取組を一層推進する。 
（３） 地域貢献活動の工夫と更なる充実を図る。 
（４） 生徒一人一人の適正等を把握し、卒業時の進路保障１００％達成を継続する。 
（５） 学習習慣を身に付けるための継続した学習指導を行うとともに、自学に対する意識を

向上させるための工夫改善を図る。 
（６） 課題を持つ生徒や支援の必要な生徒の早期発見と全職員への情報共有を図る。また、

具体的な支援体制の充実を図り、継続して取り組む。 
（７） 部活動を通した規範意識の向上と、自己の目標に挑戦する生徒を育成する。 
 

 
 


